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14Mのまとめをもとに作成しています。
以下①～⑪はレジュメの学習のポイントと対応したものとなっています。
また「＊p456」と同様の表記は「人体の正常構造と機能」の該当ページを指しています。

1 原腸形成と３層性胚盤の意味　＊p456~461
◎原腸形成
・原腸とは、発生中の動物胚の表層の一部が内部に陥入して作る腔壁で、将来消化管の主部を形成する部分。原腸胚の開口が原口。
胚盤胞　　内細胞塊　　　　　　　　胚盤葉上層(1層で円柱状)…三胚葉はすべてここ由来
外細胞塊(胎盤になる)　 　胚盤葉下層(1層で立方状)…卵黄嚢になる
・原腸形成は人体を構成する３胚葉がそろう時期

・原始線条…胚盤葉上層に出現する。細胞がここで落ちこんで、下層との間に入り込む。
・原始結節…ここで落ち込む原脊索細胞は、脊索＝体の軸をつくる
・口咽頭膜…上層と下層がぴったりくっついて、細胞が入らない＝２層。
・排泄腔膜…口咽頭膜と同様。

◎３層性胚盤
・原始線条から上層由来の細胞が入り込み、下層はそれらの新たな細胞で置換される。上層と下層の間を埋めた細胞は中胚葉になる。

2 神経管の形成過程　＊p650~651
・神経管は、神経ヒダ→神経溝→神経管→脊髄へ分化
・神経管が出来る時、両側の神経堤はくっつく。そして、両側に降りていき、脊髄神経節となる。
・神経管は外胚葉からできる。
・神経提由来の構造は、脊髄神経節、消化管の副交感神経節、副腎髄質など

3 体節が何からできているか　＊p461
・沿軸中胚葉→体節→椎板・筋板・皮板
　　　　　　　　　椎板→脊索などのまわりで軟骨になり、やがて椎骨になる。
　　　　　　　　　皮板→真皮になる。
　　　　　　　　　筋板→筋肉になる。

・他の中胚葉の発達
中間中胚葉→腎系(前腎・中腎・後腎)
側板中胚葉→壁側・臓側中胚葉(体壁・臓器の表面を覆う)、心臓

4 前腸からどのような器官ができるか　＊p254~259
前腸から：・咽頭・食道・胃・十二指腸(大十二指腸腸乳頭まで)
・肝臓・膵臓の実質・胆管や胆嚢の粘膜上皮
・気管・気管支・肺の上皮
・咽頭嚢由来器官(耳管・口蓋扁桃・胸腺・甲状腺・上皮小体など)
中腸から：十二指腸(大十二指腸乳頭から)・空腸・回腸・盲腸・上行結腸・
横行結腸の右2/3まで
後腸から：横行結腸の左1/3から・下行結腸・S状結腸・直腸・肛門管上部2/3
　　　　　(肛門管の下部1/3は肛門かから発生→外胚葉由来)
　　　　　・膀胱と尿道の粘膜上皮　

5 胃の発生と網嚢形成の関係　＊p256~257
・胃は、発生初期において腹側胃間膜、背側胃間膜によって宙吊りになっている。
・胃の回転：縦軸を中心に上から見て時計回りに90°回転
　　　　　　前後軸を中心に前方から見て90°回転
・胃の回転によって胃の右側の体腔が後方に変位→網嚢
腹側胃間膜：肝鎌状間膜と小網に分かれる
背側胃間膜：伸長して大網を形成。背側膵芽と脾臓が発生

6 肝臓と膵臓はどのように発生するか ＊p324~325
◎肝臓の発生
・前腸遠位端から横中隔の中に肝芽が発芽(茎は総胆管)
・横中隔で成長するが納まりきらなくなり、腹側胃間膜の中に張り出す
　　→腹側胃間膜を肝鎌状間膜と小網に分ける
・小網の右端は肝十二指腸間膜となり、その中には小網の下縁を走る胆管を含む、肝三つ組がある。(肝三つ組とは(総)胆管・肝門脈・固有肝動脈のこと)

◎膵臓の発生
・膵芽は腹側と背側の2つある。
・腹側膵芽は肝芽の根本、総胆管から発芽し、成長に伴い、十二指腸の周りを背側膵芽に向かって回転する
・回転の結果：腹側膵芽は背側膵画と癒合→鉤状突起となる
　　　　　　　両膵管が癒合→主膵管は総胆管と合流して十二指腸に開く
　(背側膵管の近位部は副膵管となり、小十二指腸乳頭で十二指腸に開く)
・輪状膵(⑪参照)

7 中腸の回転と、臍帯への一過性の脱出 ＊p256~257
・中腸の発生
・上腸間膜動脈を軸に正面から見て反時計回りに270°回転する。
　→最初の90°回転の間に臍帯内に一時的に脱出する(失敗→生理的臍ヘルニア(⑪参照))
・メッケル憩室(⑪参照)

8 後腹壁に張り付く背側間膜の部位
・胃(背側胃間膜の一部)
・膵臓
・胃(可動性あり)
・脾臓(可動性あり)
・十二指腸・上行結腸・下行結腸・直腸

9 後腸の発生における胚の折りたたみと尿直腸中隔の意義　＊p406~407
・後腸の形成過程において、尿膜を含む卵黄嚢の一部が胚に引き寄せられる
　　　→引き寄せられた尿膜と卵黄嚢を覆う中胚葉が尿直腸中隔を形成する
・尿直腸中隔の伸長
　→排泄腔を尿生殖洞(全部)と肛門直腸管(後部)に分ける
・尿直腸中隔の先端は会陰腱中心を形成
　→排泄腔膜を尿生殖膜と肛門膜に分ける

10 前腸、中腸、後腸を支配する動脈
前腸：腹腔動脈　中腸：上腸管動脈　後腸：下腸管動脈
　・前腸と中腸の移行部に当たる十二指腸や膵臓は腹腔動脈と上腸管動脈の二重支配
　・発生時の支配関係は成体まで引き継がれる

11 消化器系器官の先天異常
・輪状膵：腹側膵芽の回転異常により、腹側膵芽が十二指腸に巻き付く。
　　　　　→十二指腸の完全閉鎖や部分閉鎖を起こす。
・臍(帯)ヘルニア：腸管が脱出したまま薄い膜に包まれて生まれてくる
・メッケル憩室：発生の過程で消失する卵黄嚢と、中腸を連絡していた管である卵黄腸管の遺残。回腸の遠位部にある。
・腸回転異常症 
・臍腸管瘻：卵黄嚢は吸収が障害され、腸と臍部がつながって腸内容物が臍部よりしみだす
・鎖肛：肛門膜が破れない
・直腸閉鎖(直腸会陰瘻、直腸膣瘻、尿直腸瘻)
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